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	人とAIがあゆむ未来で必要なこと
	「皆さんはAIを日常的に使っていますか？課金していますか？私は課金してみっちり使っています。この2026年はAIの黎明期だと感じています。2023年、24年、25年、26年と、AIの性能が大きく向上しています。その使いやすさ、効果は飛躍的に向上しています。教育の現場においても、以前は「AIをいかに規制するか？」　の論点でしたが、現代ではAIは前提としてあって、AIをいかに使ってどのようなことを生み出すか？に変化しています。 AIは非常に強力なツールであり、これから数年で世の中が変わると思っています。AIは瞬時に答えを導き出してくれます。また、AIは自分の意見を否定せずに肯定から入ります。人に質問すると生じていたストレスはAIに質問した場合には生じません。皆さんも若いころから経験があると思いますか、「なんでこの説明が分からないのだろう。」とか、「なんで正しいことを言っていても否定されるのだろう？」といった経験は、これまで自然に体験していましたが、AIによる効率化が進んだ場合、このような体験が起きなくなります。 AIの回答は例えるなら人にとっての「無駄のない栄養剤」のようなものです。確かに自身にとっては非常に有効ではありますが、無駄と思われるようなこと、遠回りに見えるものの中にも大切なものがあると思います。
	　これからの教育において重要なことは何か？私は３つあると思います。一つ目はAIの理解を深めることです。AIはこれからの未来、必要不可欠なインフラとなると考えています。それを使いこなせる力が必要です。 二つ目にはAIを使いこなせるように基礎知識、思考力を身につけることです。AIは確かに非常に強力なツールですが、前提としてそれを使う人間の能力によってAIの性能も変わってきます。AIを使いこなせるための基礎能力、応用力が必要です。基礎知識、思考力は高校までの授業がより重要となります。 三つ目は人間関係の問題です。これからの質問はAIにすることが多くなります。理由はその方が否定されずストレスがないからです。逆に言うと、これからの子供は人間関係のストレスを感じる機会が劇的に減ります。我々は大人になる経過で人との関わり方に悩み、試行錯誤してきましたが、これからの世代の子供たちはその経験がなくなります。 これからの時代、知識の価値はさがってゆきます。相対的に人と人とのつながりが重要になってきます。ただ、私にはその重要性はわかりますが、それをどのように伸ばしてゆくのかが分かりません。非常に抽象的ではありますが、これからの時代、コミュニケーションの重要性を感じています。」
	　非常に印象的なお話でした。このお話を聞いた時、「やっぱりこれからはもっと泥臭く必死こいている学校にならなくちゃ」と感じました。僕はよくこれから先は「共感性の時代」だという話をします。人と人とのつながりが感じづらくなる世の中で、AIが何でも答えを出してくれる未来の中で、僕らは人の内側にある見えない何かを感じる力が必要となります。何でも最短距離でストレスなく答えにたどり着けるようになった時、僕たちは人と人との考え方の違い、価値観の違い、性格の不一致のようなものにどう向き合っていくのでしょう。自分とは違うからという理由で関係を切り捨てたり、ストレスのかかるような人間関係は人生には不要だと、見切ってしまうようではもったいないです。人間らしく、自分らしく。泥臭さい大人に「価値」が生まれる未来が待っている、帰りの車の中でそんなことを考えていました。
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